
　著者の荒木秀明先生は，腰痛
に対する臨床と研究に取り組まれ
る理学療法士として，私が尊敬す
る先生のお一人です．
　腰痛に対する理学療法の方法
論は数多く紹介されていますが，
医療技術として，理学療法はエビ
デンスに基づいて行われるもので
あり，エビデンスの臨床応用とし
て，evidence‒based practice（利
用可能な最良のエビデンス・医療
者の専門性・患者の価値観を統
合し，最善の医療を行う）という概
念が重要となります．エビデンス
とは臨床研究です．研究には，研
究を実践する立場と，研究結果を
解釈（活用）する立場があります．
荒木先生はご自身の臨床データ
を，国際腰痛学会・国際骨盤痛学
会や日本腰痛学会で学会発表さ
れるなど研究を実践しています．
しかし，それだけではなく，先生
の真骨頂は，臨床疑問の解決に
結びつく数多くの先行研究の成
果を理解して臨床応用する，「研
究結果を解釈する立場」を高い
レベルで行われているところにあ
ります．『非特異的腰痛の運動療

法　第2版』には，そのエッセンス
が盛り込まれています．
　腰痛は，画像所見から推測す
る病態と理学所見が一致しないこ
とが多々あります．私自身，臨床に
おいて先生が紹介されている骨
盤の正中化や，腰痛の原因を探
索するフローチャート，それに適し
た運動療法を参考にしています．
第2版では，臨床で遭遇する機会
も多い脊椎疾患の腰椎変性側彎
症についても取り上げられていま
す．近年，国内でも脊椎後彎変形
に対する手術療法や運動療法の
研究報告がみられます．しかし，高
齢者の脊椎疾患においては，純
粋な後彎変形だけでなく，後側彎
変形を呈する症例も多く，臨床で
は治療に難渋する場合もあります．
また，それに対する運動療法のエ
ビデンスも明らかではありません．
　本書では，評価のフローチャート
に「側屈・回旋動作」が追加され
ました．臨床では，画像所見上の
腰椎変性を改善することは困難と
考え，運動療法の対象としていな
い場合もあるかもしれませんが，そ
こには運動療法の対象となる病

態が潜んでいる可能性もあります．
本書を熟読することで，高齢者の
腰痛に対する運動療法の治療展
開が広がることを確信しました．
　また，本書ではエビデンスを基
に，病期別の運動療法を系統的
に解説されています．特に運動
療法の必要性が明らかとなってい
ない急性期・亜急性期の腰痛に
ついても，先行研究のエビデンス
をもとにわかりやすく解説されて
おり，腰痛に対する治療経験が豊
富な方 だ々けではなく，治療経験
が少ない方々にも理解しやすい
内容となっています．ぜひ，これら
の治療展開に関する臨床データ
を蓄積し，腰痛に対する運動療法
の新たなエビデンスの構築につ
なげていただきたいです．
　本書は，腰痛に対する運動療
法について，経験則や基礎医学
的観点だけではなく，臨床研究と
いうエビデンスに基づいて運動療
法を実践するに当たり参考になる
書籍です．腰痛に対する臨床・
研究にかかわっている方，これか
ら学びたいと考えている方は，ぜ
ひ一度手に取ってみてください．
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